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JIS
高
品
質
・
安
定
供
給
の
生
産
体
制
確
立

徳
本
砕
石
工
業
が
認
証
取
得

『
製
品
に
信
頼
・
安
心
の

　
　

高
付
加
価
値
が
付
与
』

Ａ
５
０
０
５　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
砕
石
・
砕
砂

細骨材（湿式）

　

新
し
い
価
値
と
創
造
に
よ
り
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
顧
客
と
の
共
栄
と
社
員
の
豊
か
さ

の
実
現
を
企
業
原
点
と
す
る
ト
ク
モ
ト
グ
ル
ー
プ
（
徳
本
達
夫
代
表
、
吉
野
郡
大
淀
町
芦

原
）
の
徳
本
砕
石
工
業
は
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
制
度
に
基
づ
く
Ｊ
Ｉ
Ｓ
・
Ａ
５
０
０
５
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
用
砕
石
・
砕
砂
）
の
製
品
認
証
を
３
月
17
日
付
け
で
取
得
し
た
。
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
Ａ

５
０
０
５
の
認
証
取
得
は
奈
良
県
下
で
初
。
徳
本
社
長
は
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
証
取
得
の
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
「
製
品
に
信
頼
や
安
心
と
い
う
付
加
価
値
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
」
と
対
外

的
な
効
果
を
指
摘
し
、
今
後
に
つ
い
て
「
徹
底
し
た
品
質
管
理
に
努
め
、
高
品
質
な
製
品

を
安
定
供
給
し
、顧
客
に
選
ば
れ
る
製
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

ト
ク
モ
ト
グ
ル
ー
プ
は
１

９
５
３
年
の
創
業
以
来
、
砕

石
事
業
を
主
力
に
、
土
木
建

設
分
野
の
高
度
化
・
多
様
化

す
る
業
界
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

事
業
展
開
を
通
し
て
グ
ル
ー

プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
。

　

昭
和
28
年
、
土
木
建
設
業

「
徳
本
組
」
創
立
、
同
45
年
徳

本
組
砕
石
部
を
設
立
。
同
59

年
に
砕
石
製
造
販
売
及
び
総

合
建
設
業
と
し
て
徳
本
砕
石

工
業
に
法
人
改
組
。
同
63
年

に
徳
本
興
産
、
平
成
元
年
に

奈
良
グ
リ
ー
ン
倶
楽
部
、
同

10
年
サ
ン
コ
ー
レ
ミ
テ
ッ
ク
、

同
19
年
ト
ク
モ
ト
、
徳
陽
運

輸
を
そ
れ
ぞ
れ
創
立
。「
地
域

社
会
の
発
展
」
と
い
う
大
き

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
常
に

業
界
環
境
の
変
化
を
先
取
り

し
、
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
最
大
限
に
活
用
、
発
展

さ
せ
る
事
で
「
高
品
質
、
安

定
供
給
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

付
加
価
値
の
高
い
企
業
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
同
社
が
認
証
取

得
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ａ 

５
０
０

５
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
砕
石

及
び
砕
砂
）
は
、
１
９
９
３

年
の
改
正
後
15
年
が
経
過
。

こ
の
間
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

加
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
昨
年

３
月
に
大
幅
に
改
正
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

認
証
鉱
工
業
品
の
種
類
は
、

砕
石
が
２
０
０
５
，
１
５
０

５
，
４
０
２
０
，
２
０
１
０

と
砕
砂
（
粒
の
大
き
さ
に
よ

る
種
類
）
と
ア
ル
カ
リ
シ
リ

カ
反
応
性
に
よ
る
種
類
は
Ａ
。

認
証
機
関
は
（
財
）
日
本
建

築
総
合
試
験
所
が
行
っ
た
。

　

ト
ク
モ
ト
グ
ル
ー
プ
で
は
、

品
質
規
格
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

１
：
２
０
０
８
認
証
取
得（
サ

ン
コ
ー
レ
ミ
テ
ッ
ク
）
に
加

え
て
こ
の
度
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
５

性
能
、
品
質
の
高
度
化
に
伴

っ
て
、
砕
石
及
び
砕
砂
の
製

造
と
消
費
を
取
り
ま
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。

今
回
の
改
正
は
、
製
品
の
品

質
保
証
が
要
求
さ
れ
る
社
会

情
勢
の
中
、
こ
れ
ら
の
実
情

に
あ
わ
せ
て
規
格
全
体
の
見

直
し
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
の
進
歩

や
砕
石
・
砕
砂
の
供
給
比
率

の
増
大
、
副
産
さ
れ
る
砕
石

粉
の
増
加
、
石
灰
石
骨
材
へ

の
対
応
な
ど
、
骨
材
資
源
の

動
向
や
社
会
情
勢
の
変
化
に

合
わ
せ
、
微
粒
分
量
の
緩
和
・

実
積
率
の
向
上
・
種
類
の
追

０
０
５
認
証
取
得
は
、
最
新

鋭
の
プ
ラ
ン
ト
設
備
と
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
に
基
づ
く
厳
正
な
管

理
体
制
を
よ
り
強
固
な
も
の

に
し
、
高
品
質
な
製
品
を
安

定
供
給
で
き
る
生
産
管
理
体

制
が
確
立
で
き
た
と
言
え
る
。

　

砕
石
業
界
は
、
公
共
工
事

の
削
減
と
改
正
建
築
基
準
法

の
改
正
な
ど
に
伴
う
『
官
製

不
況
』
に
よ
る
需
要
の
低
迷

に
加
え
、
軽
油
（
原
油
）
を

は
じ
め
と
し
た
資
機
材
価
格

の
高
騰
に
よ
り
、
苦
境
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
従

来
の
道
路
用
（
路
盤
材
）
か

ら
生
コ
ン
骨
材
へ
の
需
要
が

高
ま
る
中
で
、
今
年
度
の
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
出
荷
量
が

昭
和
45
年
以
来
39
年
ぶ
り
に

１
億
㎥
を
割
り
込
む
模
様
で
、

ピ
ー
ク
時
（
平
成
２
年
）
の

半
分
以
下
の
出
荷
量
ま
で
落

ち
込
む
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
ト

ク
モ
ト
グ
ル
ー
プ
は
社
会
基

盤
の
整
備
を
通
じ
て
「
人
と

環
境
に
優
し
い
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
」
を
経
営
理
念
と

し
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造

プ
ラ
ン
ト
、
砕
石
プ
ラ
ン
ト

を
増
設
、増
産
体
制
を
形
成
。

付
加
価
値
の
高
い
企
業
集
団

と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
る
。
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